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■
一
般
会
計
補
正
予
算

　
第
八
号

　

主
な
補
正
額（
歳
出
）は
次
の

と
お
り
。

□
総
務
費

　

 

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基

金
事
業　
　

二
百
十
七
万
円

　

 

無
線
シ
ス
テ
ム
普
及
支
援
事

業　
　
　
　
　

六
百
九
万
円

　

財
政
調
整
基
金
積
立
金

 

一
億
四
千
八
十
六
万
円

□
民
生
費

　

 

要
援
護
者
情
報
管
理
シ
ス
テ

ム
導
入　

四
百
九
十
九
万
円

　

生
活
介
護
事
業

 

二
千
二
百
三
十
四
万
円

　

施
設
入
所
支
援
事
業

 

九
百
六
十
八
万
円

　

共
同
生
活
介
護
事
業

 

二
千
百
四
十
七
万
円

　

旧
法
施
設
支
援
事
業

 

減
額
二
千
百
四
十
七
万
円

□
農
林
水
産
業
費

　

 
稲
わ
ら
有
効
利
用
推
進
事
業

補
助
金　

七
百
七
十
七
万
円

　

 

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援

対
策
交
付
金

 

四
百
二
十
三
万
円

　

水
産
分
野
人
材
育
成

 

四
百
五
十
二
万
円

■
財
政
健
全
化
比
率

　

実
質
赤
字
比
率 

－
％

　

連
結
実
質
赤
字
比
率

 

１
・
38
％

　

実
質
公
債
費
比
率 

17
・
１
％

　

将
来
負
担
比
率 

119
・８
％

■ 

公
営
企
業
会
計
に
係

　
る
資
金
不
足
比
率

　

水
道
事
業
特
別
会
計
、
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
、
漁

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
と

も
－
％

■
法
人
の
経
営
状
況
に

　
つ
い
て

　

財
団
法
人
う
み
ど
り
ー
む
振

興
公
社
の
業
務
内
容
及
び
収
支

計
算
書
の
報
告

次
期
繰
越
額 

百
四
十
三
万
円

■
人
権
擁
護
委
員
の

　
推
薦
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
か

ら
菊
池
俊
一
さ
ん（
深
郷
田
）を

再
び
推
薦
し
た
い
と
意
見
を
求

め
ら
れ
、
同
意
す
る
こ
と
に
決

定
。

　
平
成
二
十
三
年
第
三
回
定
例
会
が
、
九
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま

し
た
。
九
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
川
山
議
員
、
塚
本
議
員
、
荒
関
議
員
、
青

山
議
員
の
四
名
が
、
町
側
の
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。
最
終
日
の
十
五
日
に
は
、
質
疑
、

討
論
、
採
決
が
行
わ
れ
、
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
の
認
定
九
件
、
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
議
案
四
件
が
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
、
承
認
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

稲わら有効利用推進事業によるすき込み作業

一
般
会
計

補
正
予
算

二
億
三
千
七
百
十
一
万
五
千
円
を
追
加

総
額
七
十
五
億
五
千
八
十
九
万
三
千
円
に

第３回定例会

９月６日～15日

可　

決

報　

告

人
事
案
件
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■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

町
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

建
設
工
事
。
契
約
業
者
東
洋
建

設
・
田
中
建
設
特
定
共
同
企
業

体
。
契
約
額
十
一
億
五
千
十
七

万
円
。

■ 

一
般
会
計
補
正
予
算

　
第
七
号

　

主
な
補
正
額
は
次
の
と
お
り
。

□
農
林
水
産
業
費

　

農
村
活
性
化
施
設
改
修
工
事

一
千
二
百
六
十
九
万
円

　

財
源
は
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク

ル
事
業
推
進
特
別
対
策
交
付
金

一
千
二
百
万
円
を
活
用
。

■ 

水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
第
２
号

　

水
道
水
源
と
し
て
使
用
し
て

い
る
尾
別
四
号
井
が
老
朽
化
及

び
東
日
本
大
震
災
以
降
、
濁
り

が
生
じ
使
用
不
能
と
な
り
、
代

替
井
と
し
て
新
た
に
さ
く
井
工

事
を
実
施
。

　

建
設
改
良
費

三
千
八
十
万
円

■
一
般
会
計
補
正
予
算

　
第
五
号

　

主
な
補
正
額（
歳
出
）は
次
の

と
お
り
。

□
総
務
費

　

共
生
の
地
域
づ
く
り
事
業

百
三
十
万
円

□
教
育
費

　

小
泊
小
学
校
電
話
機
器
購
入

三
十
八
万
円

■ 

一
般
会
計
補
正
予
算

　
第
六
号

　

主
な
補
正
額（
歳
出
）は
次
の

と
お
り
。

□
総
務
費

　

 

旧
大
沢
内
小
学
校
解
体
設
計

及
び
土
地
評
価
鑑
定百

四
万
円

□
災
害
復
旧
費

　

 

芦
野
地
区
用
水
路
災
害
復
旧

工
事　
　

二
千
二
十
八
万
円

　
平
成
二
十
三
年
第
二
回

臨
時
会
が
、
八
月
十
二
日

に
開
か
れ
、
専
決
五
件
、

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
、

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

議
案
七
件
が
、
い
ず
れ
も

全
会
一
致
で
可
決
、
承
認
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

新一般廃棄物最終処分場安全祈願祭の様子

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設
実
施
へ

工
事
費　

十
一
億
五
千
十
七
万
円

農
村
活
性
化
施
設
改
修
�

第２回臨時会

８月12日

新
た
な
加
工
施
設
へ

向
け
た
取
り
組
み

共
生
の
地
域
づ
く
り
事
業
�
昭
和
の
暮
ら
し
体
験
教
室
�
の
様
子

専
決
処
分

中
里
地
域
の

水
源
確
保
へ
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■
荒
関
委
員

　

保
育
料
は
大
分
収
入
未
済
額

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
努
力
の
結
果
で
あ
り
、
保
育

料
の
滞
納
の
徴
収
対
策
実
施
要

項
に
従
っ
て
や
っ
た
結
果
だ
と

思
う
。
本
年
度
は
、
現
年
度
分

で
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
か
。

■
工
藤
福
祉
課
長

　

二
十
二
年
度
は
、
前
課
長
が

約
束
し
た
と
お
り
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
努
力
し
た
結
果
、
未

済
は
な
い
。

■
塚
本
委
員

　

住
宅
使
用
料
で
、
未
済
額
が

非
常
に
多
い
が
、
今
ま
で
に
ど

の
よ
う
な
方
法
で
徴
収
し
て
い

る
の
か
。

■
三
上
環
境
整
備
課
長

　

大
部
分
は
口
座
振
替
等
で
す

が
、
中
に
は
徴
収
に
行
け
ば
払

っ
た
り
、
滞
納
し
て
い
る
人
は

ず
っ
と
滞
納
し
て
い
る
と
、
ま

た
連
絡
も
と
れ
な
い
と
こ
ろ
も

あ
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

■
荒
関
委
員

　

住
宅
使
用
料
の
収
入
未
済
額

が
昨
年
よ
り
増
え
て
い
る
。
保

証
人
に
対
し
て
納
付
催
促
書
を

出
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

■
三
上
環
境
整
備
課
長

　

文
書
で
は
な
く
て
、
保
証
人

に
実
際
会
っ
て
話
し
た
と
は
聞

い
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
が
滞

納
者
全
員
の
方
に
そ
う
し
た
対

応
を
し
た
の
で
は
な
く
て
、
一

部
実
施
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

■
荒
関
委
員

　

結
果
が
余
り
い
い
結
果
で
な
い

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
今
後
ど

う
い
う
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

■
三
上
環
境
整
備
課
長

　

文
書
で
も
っ
て
促
す
と
い
う

こ
と
も
こ
れ
か
ら
は
実
際
に
や

っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
今
ま

で
上
が
ら
な
い
の
は
、
や
は
り

長
期
滞
納
者
が
ま
た
二
十
二
年

度
も
納
め
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
に
加
え
て
、
若
干
新
規
も
ふ

え
て
い
る
の
で
、
ふ
え
た
形
に

な
っ
て
い
る
。
個
々
に
保
証
人

に
文
書
を
出
し
て
、
ま
た
実
際

に
保
証
人
に
会
っ
て
、
滞
納
者
、

保
証
人
、
町
、
三
者
で
も
っ
て

話
し
合
い
を
進
め
て
、
徴
収
率

を
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

■
塚
本
委
員

　

体
験
型
観
光
開
発
と
、
そ
れ

か
ら
新
幹
線
対
応
観
光
商
品
開

発
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
事
業

か
。

■
赤
石
水
産
観
光
課
長

　

体
験
型
観
光
開
発
事
業
は
、

国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
利

用
し
て
、
農
林
水
産
業
の
体
験

や
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
追
求
し
、

農
地
な
ど
を
活
用
し
た
農
業
体

験
、
あ
る
い
は
漁
業
を
活
用
し

た
漁
業
体
験
な
ど
を
シ
ス
テ
ム

化
し
て
、
着
地
型
観
光
と
い
う
、

観
光
体
験
の
促
進
を
図
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
う
み
ど
り
ー
む

振
興
公
社
に
２
名
委
託
と
い
う

形
で
支
援
し
た
。

　

新
幹
線
対
応
も
同
じ
緊
急
雇

用
と
い
う
こ
と
で
、
東
北
新
幹

線
全
線
開
業
に
向
け
て
町
の
特

有
の
歴
史
や
文
化
、
農
林
水
産

業
か
ら
新
た
な
観
光
商
品
を
開

発
す
る
た
め
、
小
泊
観
光
協
会

の
ほ
う
に
委
託
と
い
う
形
で
１

名
支
援
し
た
。

■
沖
崎
委
員

　

ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
、

新
年
度
は
Ｒ
Ａ
Ｂ
が
ス
ポ
ン
サ

ー
か
ら
抜
け
る
と
い
う
話
を
聞

い
て
い
る
。

　

財
政
的
に
も
厳
し
い
だ
ろ
う

が
、
町
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
と
し

て
実
施
し
て
ほ
し
い
。

■
小
野
町
長

　

旧
小
泊
村
で
継
続
し
て
、
何

年
実
施
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で

あ
り
、
二
千
人
、
三
千
人
の
出

る
大
会
な
の
で
、
こ
の
後
も
Ｒ

Ａ
Ｂ
さ
ん
が
い
な
く
な
っ
て
で

も
町
で
や
り
た
い
。

　

た
だ
、
や
り
方
に
つ
い
て
は
、

２
日
間
や
る
の
で
、
初
日
と
２

日
目
の
間
に
夕
日
の
沈
む
イ
ベ

ン
ト
を
も
入
れ
な
が
ら
、
こ
れ

　
九
月
十
二
日
か
ら
十

四
日
の
二
日
間
、
全
議

員
を
も
っ
て
構
成
す
る

決
算
特
別
委
員
会（
委

員
長
青
山
雅
晴
、
副
委

員
長
秋
田
博
）が
開
か

れ
ま
し
た
。
十
四
日
に

は
、
採
決
が
行
わ
れ
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

決　算　額
差 引 額

歳　入 歳　出

一 般 会 計 8,292,079,771 8,174,615,594 117,464,177

国民健康保険（事業勘定） 2,421,505,495 2,487,822,651 △ 66,317,156

国民健康保険（施設勘定） 242,437,206 640,590,933 △ 398,153,727

老 人 保 健 事 業 185,234 185,234 0

介 護 保 険 事 業 1,427,670,712 1,423,344,344 4,326,368

農 業 集 落 排 水 事 業 36,898,043 36,443,402 454,641

漁 業 集 落 排 水 事 業 28,703,176 28,344,324 358,852

特別養護老人ホーム静和園事業 322,878,278 316,548,599 6,329,679

後 期 高 齢 者 医 療 224,111,799 224,063,462 48,337

水 道 事 業（ 収 益 的 ） 358,598,037 295,874,336 62,723,701

合　　　　計 13,355,067,751 13,627,832,879 △ 272,765,128

決算特別委員会

９月12日・14日

中泊町全会計決算額一覧

一
般
会
計
決
算
の

質
疑
と
答
弁（
抜
粋
）
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か
ら
や
っ
て
み
た
い
と
考
え
て

い
る
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

■
川
山
委
員

　

下
前
の
小
学
校
、
今
泉
の
小

学
校
、
ま
た
旧
小
泊
の
商
工
会

の
建
物
は
、
ま
だ
ま
だ
使
え
る

建
物
な
の
で
、
あ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

職
員
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
、
何

か
こ
う
い
う
利
用
さ
れ
な
い
か

と
い
う
話
し
合
い
を
し
て
い
か

な
い
と
。
い
い
案
を
出
し
て
、

こ
れ
か
ら
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

審
査
に
付
さ
れ
た
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
書
、
同
事
項
別
明

細
書
、
実
質
収
支
に
関
す
る
調

書
及
び
財
産
に
関
す
る
調
書
の

ほ
か
、
企
業
会
計
に
お
い
て
も

関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
計
数
は
関
係

帳
簿
そ
の
他
の
証
拠
書
類
と
照

合
し
た
結
果
、
誤
り
が
な
い
も

の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
予
算
の
執
行
及
び
関

連
す
る
事
務
処
理
は
適
正
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ

た
。

　

国
に
お
い
て
は
、
先
の
東
日

本
大
震
災
の
影
響
を
受
け
、
今

後
10
年
以
上
と
言
わ
れ
る
長
期

間
の
復
旧
、
復
興
事
業
の
方
針

と
、
そ
れ
に
伴
う
復
興
財
源
等

の
捻
出
で
苦
慮
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
財
政
的
影
響
は
地
方
自
治

体
に
も
及
ぶ
の
は
必
須
で
、
当

町
の
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
も

一
層
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
当

町
の
自
主
財
源（
歳
入
）の
根
幹

を
な
す
、
町
税
、
国
民
健
康
保

険
税
等
が
、
前
年
度
を
上
回
っ

た
額
で
収
入
未
済
額
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
歳
入
確
保
に

あ
た
っ
て
は
、
公
正
、
公
平
な

立
場
に
あ
る
自
治
体
の
役
割
を

果
た
す
た
め
に
も
、
直
接
未
納

者
と
の
対
話
を
持
ち
、
理
解
を

得
な
が
ら
辛
抱
強
く
、
解
消
に

最
大
の
努
力
を
望
む
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
出
に
お
い
て
も
、

綿
密
な
計
画
に
基
づ
き
、
よ
り

効
果
的
な
執
行
、
そ
し
て
更
な

る
経
費
の
節
減
を
図
り
な
が
ら
、

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
財
政
運

営
と
持
続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
基
盤
を
確
立
し
つ
つ
、「
大

地
の
恵
み
と
海
の
幸
、
心
ひ
と

つ
に
希
望
の
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
た
体
制
整
備
の
た
め
に
、

よ
り
一
層
努
め
ら
れ
る
よ
う
望

む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

■
荒
関
委
員

　

国
保
税
の
収
入
未
済
額
約
３

億
に
膨
ら
み
、
徴
収
率
も
低
下

し
て
い
る
。
こ
れ
で
ず
っ
と
運

営
し
て
い
け
る
の
か
。

■
古
川
町
民
課
長

　

一
般
会
計
か
ら
の
多
大
な
繰

入
金
、
保
険
税
の
引
き
上
げ
等

が
続
い
て
い
る
の
で
、
経
営
と

し
て
は
大
変
よ
く
な
い
傾
向
だ

と
思
う
。

　

経
済
情
勢
、
失
業
者
が
増
え

て
い
る
な
ど
、
短
期
保
険
証
と

か
資
格
証
明
書
を
交
付
し
な
が

ら
、
と
に
か
く
滞
納
者
と
の
面

談
の
機
会
は
増
や
し
て
い
る
が
、

な
か
な
か
歳
入
と
し
て
は
入
っ

て
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。

　

辛
抱
強
く
説
明
し
て
、
１
円

で
も
多
く
納
め
て
い
た
だ
く
よ

う
に
努
め
る
。

■
荒
関
委
員

　

不
公
平
感
が
今
度
生
じ
て
し

ま
い
、
今
払
っ
て
い
る
納
税
者

が
納
税
意
欲
な
く
し
て
い
く
よ

う
な
数
字
だ
と
思
う
。

　

健
康
保
険
は
自
助
、
共
助
、

公
助
と
、
自
助
努
力
し
な
い
者

を
ど
こ
ま
で
も
引
っ
張
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
な

の
か
。

■
小
野
町
長

　

最
終
的
に
は
不
動
産
と
か
そ

う
い
う
も
の
に
対
し
て
は
差
し

押
さ
え
を
か
け
て
、
競
売
も
や

り
た
い
と
思
う
が
、
国
民
健
康

保
険
に
つ
い
て
は
、
我
々
も
本

当
に
困
っ
て
い
る
。

　

赤
字
が
余
り
に
も
多
過
ぎ
る

の
で
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
で
ま
か
な
っ
て
い
る
。
保

険
証
の
交
付
を
ス
ト
ッ
プ
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
納
税

を
お
願
い
し
た
い
と
思
う
。

■
荒
関
委
員

　

国
保
税
の
不
納
欠
損
額
、
一

千
三
百
七
十
九
万
二
百
六
十
七

円
に
つ
い
て
の
内
訳
と
今
後
の

対
策
は
。

■
熊
木
税
務
課
長

　

今
回
の
不
納
欠
損
は
平
成
十

二
年
度
か
ら
十
六
年
度
の
も
の

を
不
納
欠
損
し
た
。
居
所
不
明

が
三
名
、
死
亡
者
が
三
十
一
名
、

生
活
保
護
受
給
者
が
十
八
名
、

担
税
力
、
税
を
納
め
る
力
が
な

い
方
が
六
十
名
で
、
計
百
十
二

名
。

　

今
後
の
対
策
は
、
町
長
か
ら

再
三
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
滞

納
処
分
を
強
化
し
て
、
徴
収
に

努
め
た
い
。

■
野
上（
憲
）委
員

　

町
が
競
売
に
か
け
れ
ば
、
ち

ゃ
ん
と
返
っ
て
く
る
。
他
団
体

が
か
け
れ
ば
、
他
団
体
の
ほ
う

が
優
先
し
て
取
る
。
こ
れ
は
当

た
り
前
で
あ
る
。
積
極
的
に
方

向
づ
け
し
な
い
か
ら
入
っ
て
こ

な
い
の
だ
か
ら
、
踏
み
込
ん
だ

中
身
で
考
え
た
方
が
良
い
の
で

は
。

■
小
野
町
長

　

滞
納
整
理
組
合
に
も
町
が
競

売
に
か
け
た
い
と
相
談
し
な
が

ら
や
り
た
い
と
思
う
。

審査結果及び意見

葛西代表監査委員

特
別
会
計
決
算
の

質
疑
と
答
弁（
抜
粋
）

中泊町議会ガイド　第 26 号

[ 5 ]



Q
町
民
に
は
ま
だ
ま
だ
燃

え
る
ご
み
と
燃
え
な
い

ご
み
の
分
別
が
わ
か
っ
て
い
な

い
人
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
る
。

も
し
今
の
よ
う
に
ナ
イ
ロ
ン
、

ビ
ニ
ー
ル
等
を
埋
め
立
て
に
回

す
と
、
何
年
も
し
な
い
う
ち
に

建
設
中
の
新
処
分
場
も
満
杯
に

な
る
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

A
三
上
環
境
整
備
課
長

こ
れ
ま
で
も
ご
み
に
つ

い
て
は
防
災
無
線
や
広
報
紙
、

チ
ラ
シ
な
ど
で
お
願
い
し
て
き

た
が
、
効
果
が
薄
い
こ
と
か
ら
、

行
政
連
絡
員
の
会
議
や
町
内
会

総
会
、
婦
人
団
体
の
会
議
な
ど

の
機
会
に
説
明
会
を
開
催
し
、

啓
蒙
普
及
に
努
め
る
。

Q
現
在
ご
み
の
収
集
業
務

は
、
業
者
の
選
定
に
当

た
っ
て
毎
年
入
札
を
行
っ
て
い

る
。
入
札
は
５
年
に
１
度
ぐ
ら

い
に
し
、
毎
年
書
類
等
の
審
査

で
、
問
題
が
な
け
れ
ば
継
続
し

て
業
務
を
行
わ
せ
て
は
ど
う
か
。

A
小
野
町
長

人
件
費
、
燃
料
費
、
維

持
修
繕
費
な
ど
変
動
が
見
込
ま

れ
る
た
め
に
、
最
新
の
価
格
で

発
注
す
る
こ
と
に
よ
り
適
正
な

入
札
が
で
き
る
と
判
断
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
一
般
競

争
入
札
で
１
年
契
約
を
基
本
と

し
て
こ
の
委
託
業
務
に
つ
い
て

実
施
し
た
い
。

Q
小
泊
老
人
憩
い
の
家
の

利
用
に
つ
い
て
、
今
ま

で
は
地
域
の
お
年
寄
り
に
お
願

い
し
て
管
理
し
て
い
た
が
、
例

え
ば
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

A
小
野
町
長

来
年
度
か
ら
は
、
港
老

人
憩
い
の
家
を
含
め
て
指
定
管

理
者
制
度
の
中
で
管
理
を
進
め

て
い
く
。

Q
以
前
に
質
問
し
て
、
教

員
住
宅
を
一
般
財
産
に

し
て
、
そ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に

使
う
か
と
い
う
答
弁
は
い
た
だ

い
た
が
、
そ
の
後
一
向
に
使
い

方
と
か
の
提
示
が
無
く
ど
う
な

っ
た
の
か
。

A
財
政
課
長

平
成
22
年
６
月
17
日
付

で
教
育
委
員
会
よ
り
公
有
財
産

の
引
き
継
ぎ
が
あ
り
、
普
通
財

産
と
し
て
財
政
課
の
所
管
と
な

っ
た
。
今
後
の
進
め
方
と
し
て
、

解
体
撤
去
す
る
か
売
却
す
る
か

は
、
土
地
建
物
セ
ッ
ト
で
売
却

す
る
方
向
で
検
討
し
た
い
。

　

ゴ
ミ
の
分
別
の
周
知
徹
底
を

ゴ
ミ
収
集
業
務
の

　

業
者
の

　
　

選
定
方
法
は

リ
フ
ォ
ー
ム
し
た

老
人
憩
い
の
家
の

今
後
の
管
理
方
法
は

使
わ
れ
て
い
な
い

　

教
員
住
宅
の

そ
の
後
は

一　般　質　問

川山光則議員

敬老会後に行われたゴミの分別講習会

リフォームされた小泊老人憩いの家
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Q
派
立
地
区
は
道
路
の
幅

員
が
狭
く
、
そ
の
上
融

雪
溝
が
な
い
た
め
、
い
つ
も
道

路
の
両
側
に
除
雪
し
た
雪
が
山

盛
り
と
な
り
、
車
の
交
差
す
る

こ
と
も
ま
ま
な
ら
ぬ
状
態
で
あ

る
。

　

町
と
し
て
一
番
の
繁
華
街
で

あ
る
派
立
の
本
通
り
に
融
雪
溝

が
な
い
の
は
、
歩
行
者
、
特
に

高
齢
者
に
と
っ
て
、
と
て
も
危

険
で
あ
り
、
以
前
か
ら
町
民
の

強
い
要
望
が
あ
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
設
置
の
意
思
は
。

A
三
上
環
境
整
備
課
長

区
間
延
長
が
二
千
四
百

メ
ー
ト
ル
と
長
い
距
離
に
及
ん

で
お
り
、
ま
た
、
高
低
差
が
あ

り
、
融
雪
溝
に
必
要
な
水
源
の

確
保
が
非
常
に
難
し
い
。

　

工
事
費
を
算
定
す
る
と
高
額

な
事
業
費
が
見
込
ま
れ
、
直
ち

に
設
置
す
る
こ
と
は
困
難
な
の

で
同
路
線
の
除
排
雪
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
綿
密
に

実
施
す
る
。

Q
財
政
上
難
し
い
と
の
課

長
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、

実
施
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
は
。

A
小
野
町
長

融
雪
溝
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
公
共
下
水
道
の

整
備
計
画
と
も
関
連
す
る
の
で
、

今
は
計
画
し
な
が
ら
、
も
う
少

し
検
討
す
る
。

Q
我
が
町
で
は
以
前
か
ら

田
茂
木
、
小
泊
地
区
に

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
は
あ
る
が
、

年
々
メ
ン
バ
ー
が
減
っ
て
い
る
。

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
で
は
な
く
女

性
消
防
団
員
に
格
上
げ
し
、
町

民
に
広
く
募
集
す
べ
き
と
考
え

る
が
。A

小
野
町
長

女
性
の
方
々
に
も
隊
員

に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
消

防
団
と
と
も
に
積
極
的
に
取
り

組
む
。
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
を
女

性
消
防
団
に
格
上
げ
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
両
ク
ラ
ブ
の
意

向
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
消

防
団
の
組
織
に
か
か
わ
る
問
題

な
の
で
、
消
防
団
の
幹
部
の
皆

さ
ん
と
も
協
議
す
る
。

塚本悦子議員

一　般　質　問

中
里
派
立
へ
融
雪
溝
を
設
置
す
る
予
定
は

女
性
消
防
団
員
へ

格
上
げ
し
て
は

中里派立地区の道路状況

定
期
観
閲
式
で
の
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
様
子

中泊町議会ガイド　第 26 号
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Q
税
は
歳
入
に
お
け
る
最

も
有
力
な
財
源
で
あ
り
、

ま
た
町
民
か
ら
す
れ
ば
義
務
と

し
て
納
入
す
べ
き
公
的
負
担
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
滞
納
が
あ
れ

ば
期
限
ま
で
に
納
税
し
た
善
良

な
町
民
と
の
間
に
不
公
平
感
が

生
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
今

後
の
財
政
運
営
に
も
支
障
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　

二
十
二
年
度
の
決
算
で
は
税

の
収
入
未
済
額
一
億
八
千
二
百

四
万
四
千
二
十
二
円
で
十
九
年

度
か
ら
二
十
二
年
度
ま
で
で
町

税
の
収
入
未
済
額
が
四
千
八
百

五
十
三
万
五
千
百
十
八
円
増
え

て
い
る
。

　

二
十
二
年
度
の
滞
納
繰
越
の

調
定
額
は
、
町
民
税
で
は
五
千

九
百
万
円
ぐ
ら
い
、
固
定
資
産

税
一
億
四
百
万
円
ぐ
ら
い
に
な

り
、
滞
納
額
が
増
え
て
い
る
の

で
そ
の
原
因
と
解
消
に
向
け
て

の
取
り
組
み
は
。

　

ま
た
、
過
去
に
は
滞
納
処
分

を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

A
小
野
町
長

現
年
分
の
徴
収
を
優
先

し
、
財
源
の
確
保
と
新
規
滞
納

額
の
抑
制
に
努
め
る
と
と
も
に
、

滞
納
繰
り
越
し
の
対
策
と
し
て

は
県
税
部
門
と
の
共
同
催
告
や

徴
収
の
引
き
継
ぎ
、
市
町
村
総

合
事
務
組
合
滞
納
整
理
部
門
と

の
連
携
に
よ
る
訪
問
徴
収
や
差

し
押
さ
え
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
こ
れ
ら
の
対
策
を

進
め
る
と
と
も
に
、
督
促
、
催

告
、
納
税
相
談
に
よ
る
分
納
な

ど
に
よ
り
徴
収
率
の
向
上
に
努

め
る
が
、
必
要
に
応
じ
、
差
し

押
さ
え
、
競
売
な
ど
の
納
税
整

理
に
よ
る
対
策
を
強
化
す
る
。

A
熊
木
税
務
課
長

町
民
の
所
得
を
前
年
度

対
比
で
見
る
と
数
億
円
単
位
で

何
年
間
も
落
ち
込
ん
で
い
る
。

要
因
は
景
気
の
低
迷
が
大
き
な

原
因
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

滞
納
処
分
に
つ
い
て
は
差
し

押
さ
え
を
し
、
貯
金
を
差
し
押

さ
え
納
付
し
て
も
ら
う
こ
と
も

し
て
い
る
。
た
だ
県
や
金
融
機

関
が
差
し
押
さ
え
し
て
処
分
し

て
も
、
町
の
ほ
う
の
順
位
が
遅

く
な
り
、
な
か
な
か
交
付
金
が

入
っ
て
こ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

差
し
押
さ
え
の
前
に
は
い
ろ

い
ろ
の
督
促
等
の
努
力
は
す
る

が
、
ど
う
し
て
も
や
む
を
得
な

い
場
合
は
差
し
押
さ
え
を
し
、

さ
ら
に
競
売
に
か
け
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
そ
の

状
況
を
見
な
が
ら
、
町
の
ほ
う

で
競
売
に
か
け
て
い
く
必
要
も

あ
る
と
思
う
。

一　般　質　問

荒関富雄議員
　

税
の
滞
納
額
の
解
消
に

　
　
　
　
　
　
　

向
け
て
の
取
り
組
み
は

一般質問は

インターネット・ライブ中継が

ご覧になれます。

HPアドレス http://www.town.nakadomari.lg.jp/index.cfm

パルナス・小泊支所・すくすくしたまえ館の

ロビーにもテレビ中継されています。

ぜひご利用ください。
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Q
保
全
隊
に
参
加
し
た
が
、

町
民
の
方
々
が
も
し
来

年
か
ら
保
全
隊
が
な
く
な
れ
ば

私
た
ち
老
齢
者
が
小
遣
い
稼
ぎ

の
場
が
な
く
な
る
と
悲
痛
を
訴

え
て
い
た
。
町
で
は
善
後
策
を

考
え
て
い
る
か
。

A
小
野
町
長

民
主
党
に
政
権
が
か
わ

っ
た
以
降
、
多
く
の
農
村
整
備

事
業
が
縮
小
さ
れ
る
中
で
、
そ

の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
、
継
続

さ
れ
て
き
た
事
業
な
の
で
、
今

後
も
継
続
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ

た
が
、
震
災
の
影
響
等
で
国
の

財
源
が
逼
迫
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
在
は
来
年
度
以
降
の
事

業
に
つ
い
て
は
全
く
の
白
紙
の

状
態
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
事
業
の
継
続
に

つ
い
て
要
望
し
て
い
る
が
、
今

後
と
も
状
況
を
見
守
り
な
が
ら
、

引
き
続
き
国
や
県
に
対
し
て
要

望
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

仮
に
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
国
の

助
成
が
な
く
な
っ
た
場
合
、
そ

の
ま
ま
事
業
が
縮
小
さ
れ
て
も
、

現
在
の
14
保
全
隊
の
組
織
の
活

動
が
維
持
で
き
る
よ
う
な
形
で

の
助
成
等
に
つ
い
て
、
県
、
土

地
改
良
団
体
や
関
係
団
体
と
協

議
し
な
が
ら
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
小
泊
成
滝
の
た
め
池
が

冠
水
し
て
、
田
ん
ぼ
に

ひ
び
割
れ
が
発
生
し
、
ひ
ど
い

と
こ
ろ
で
は
穂
が
白
く
枯
れ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

　

今
年
は
保
全
隊
の
予
算
で
た

め
池
の
修
復
に
当
た
っ
た
が
、

来
年
か
ら
保
全
隊
が
な
く
な
る

と
、
補
修
も
で
き
な
け
れ
ば
作

付
け
も
で
き
な
い
。
今
後
の
対

応
は
。A

飯
塚
農
政
課
長

小
泊
成
滝
の
た
め
池
は
、

小
泊
川
の
一
部
を
せ
き
と
め
、

用
水
と
し
て
取
水
し
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
成
滝
地
区
の
稲
作

農
家
が
管
理
し
て
い
る
。

　

今
後
関
係
農
家
か
ら
状
況
を

伺
う
と
と
も
に
、
現
地
の
状
況

の
把
握
の
た
め
に
調
査
等
を
し
、

ま
た
県
管
理
の
河
川
な
の
で
、

今
後
県
な
ど
と
よ
い
方
策
が
な

い
か
検
討
は
す
る
が
、
基
本
的

に
は
関
係
農
家
で
管
理
す
る
の

が
原
則
と
考
え
て
い
る
。

Q
今
泉
の
米
マ
イ
ロ
ー
ド

の
交
差
点
で
は
、
死
亡

事
故
は
起
き
て
い
な
い
が
、
接

触
事
故
、
物
損
事
故
は
何
度
も

起
き
て
い
る
。
農
道
と
い
う
こ

と
で
、
看
板
の
設
置
は
難
し
い

と
思
う
が
、
県
の
ほ
う
に
要
望

し
て
は
。

A
飯
塚
農
政
課
長

ご
指
摘
の
と
お
り
小
泊

方
面
か
ら
進
行
し
て
き
た
場
合
、

国
道
に
設
置
さ
れ
て
い
る
案
内

板
に
入
り
口
が
表
示
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
入
り
口
の
確
認
が

難
し
い
状
況
に
あ
る
。
案
内
板

の
設
置
が
可
能
か
、
道
路
管
理

者
で
あ
る
県
な
ど
関
係
機
関
と

協
議
を
進
め
る
。

一　般　質　問

青山雅晴議員

米
マ
イ
ロ
ー
ド
の

 

今
泉
地
区
の
看
板

設
置
に
つ
い
て

保全隊の活動の様子

小
泊
地
域
の

用
水
の
確
保
策
は

　

保
全
隊
に
よ
る
事
業
の
継
続
を
求
め
る
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議
会
�
動
�

委
員
会
�
�
�

４
日　

 

国
道
339
号
線
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
通
常
総
会

15
日　

町
村
議
会
議
員
研
修
会

19
日　

 

国
営
小
田
川
二
期
地
区
土
地
改
良
事
業
促
進
協

議
会
総
会

10
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
協
議
会

　
　
　

津
軽
・
東
京
ふ
る
さ
と
交
流
会

　
　
　

な
か
ど
ま
り
ま
つ
り

11
日　

な
か
ど
ま
り
ま
つ
り

12
日　

第
二
回
臨
時
議
会

　
　
　

公
立
金
木
病
院
組
合
議
会
定
例
会

24
日　

北
五
地
区
農
業
委
員
大
会

25
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

民
生
文
教
常
任
委
員
会

26
日　

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
臨
時
会

29
日　

西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合
臨
時
会

６
日　

第
３
回
定
例
会
開
会

　
　
　

議
員
全
員
協
議
会

９
日　

定
例
会
一
般
質
問

12
日　

決
算
特
別
委
員
会

14
日　

決
算
特
別
委
員
会

15
日　

単
行
案
審
議
、
閉
会

19
日　

中
泊
町
敬
老
会

29
日　

議
会
広
報
研
修
会

〈案　件〉

　◦ 平成23年第３回中泊町議会定例会会期日程
について

　◦提出議案について
　◦陳情書の審査結果について
　◦新規に受理した陳情等の取り扱いについて
　◦その他

〈案　件〉

　◦ 新たな高齢者医療制度に関する陳情書
　◦その他

９　月 ７月８　月

民生文教常任委員会
（川山光則 委員長） ８月25日㈭

議会運営委員会
（兵庫桂蔵 委員長） ８月25日㈭
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